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Abstract
We have been conducting a survey of injury in each athletic department since February 2021 as 

part of the education for student trainers, and in April 2022, the guidelines for the survey were issued 
by the academic society, making it necessary to revise the record sheets used for the survey. Therefore, 
we have decided to report on our efforts to create a new record keeping chart for the education of 
student trainers. In the new chart, the students were able to complete the chart in accordance with the 
guidelines by creating the items to be selected for activity status (e.g., type of practice in each athletic 
department) and play (athletic movements and situations). The students' consideration of activity 
situations and play items could lead to learning about the characteristics of athletic events. In addition, 
by providing items of play, the actual conditions of injury may be grasped in detail. When students 
make judgments and record them, it is thought that providing items (e.g., SOAP column) that allow 
confirmation of what the students have evaluated will lead to education for student trainers.
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１．はじめに

　外傷・障害は，プレイヤーのパフォーマンスの低下

やコンディションの不良を招くことから，予防するこ

とが重要である．van Mechelenら1）は，外傷・障害

の実態把握，要因・メカニズムの特定，予防対策の導

入，効果判定の4つのプロセスを外傷・障害の予防対

策モデルとして提唱している．このうち外傷・障害の

実態把握は，予防対策モデルの第1段階となるため，

実態把握に向けて外傷・障害調査（以下；調査）を行

うことが重要であると言える．また調査によって収集

したデータは，外傷・障害の発生率などを算出するた

めに必要であり，予防対策に取り組んだ成果を示すこ

とにも繋がる．このように調査によって得たデータは，

外傷・障害の実態把握や予防対策の成果を示すことに

繋がるため，調査を行うことは重要である．

　これまで本邦には，調査のためのガイドラインが策

定されていなかったため，様々な手法が混在するなど

課題があった．そこで2022年4月に日本臨床スポーツ

医学会・日本アスレティックトレーニング学会の両学

会は，記録者の属性，調査対象の定義，記録項目，疫

学データの表現方法，収集されたデータの取り扱いに

関する留意事項などスポーツ外傷・障害および疾病調

査に関する提言と8つの推奨文について共同声明を出

した2）．この共同声明によって，スポーツ現場での調

査の標準化が促進され，本邦における外傷・障害の全

貌の把握が期待される．

　我々がトレーナー教育をしている大学では，運動部

でトレーナー活動する全ての学生が2021年2月から調

査に取り組んでいる．しかし2022年4月に発表された

共同声明の内容を精査し，我々が活用している記録表

を修正する必要性がでてきた．そこで我々は，共同声

明が反映された新しい記録表（以下；新記録表）の作

成を学生トレーナー教育の一環として取り組んだため

報告する．

２．方法

１）新記録表の作成について

　先行研究3）, 4）を参考に作成し，2021年2月から活用

していた旧記録表を表1に示す．旧記録表のうち，利

き手/利き足，記入学生トレーナー名，病院名，受傷

状況（※具体的な受傷状況は除く）は新記録表から削

除した．共同声明2）を参考にして新記録表には，外傷・

障害分類[タイムロス/ノンタイムロス]，発症歴[新規/

再発/悪化]，発症メカニズム[直達外力/介達外力/非接

触]，ピリオダイゼーション[プレシーズン/シーズン/

ポストシーズン]，発症様式[急性・突発性発症/負荷の

反復による発症（主訴の発生が突発性のもの/主訴の

発生が緩徐発症のもの）]，活動状況[試合中/試合前後

/通常練習/自主練習]を新たに追加した．このうち，外

傷・障害分類[タイムロス/ノンタイムロス]，発症歴[

新規/再発/悪化]，発症メカニズム[直達外力/介達外力/

非接触]，ピリオダイゼーション[プレシーズン/シーズ

ン/ポストシーズン]，発症様式[急性・突発性発症/負

荷の反復による発症（主訴の発生が突発性のもの/主

訴の発生が緩徐発症のもの）]については，新記録表

内に略称で表記した．またオリジナル項目として，競

技動作やシチュエーションを記述するプレイの項目を

設けた．新記録表では，疾病一覧表及び外傷・障害部

位，外傷・障害種類一覧表を別途作成し，新記録表内

に選択項目は設けなかった．その他に，記録日，完全

復帰日，天候，サーフェス，評価者[医師/学生トレー

ナー /外部トレーナー ]を基礎情報として新しく記述・

選択欄を設けた．新記録表では，学生が評価者となる

場合を想定して，学生が評価した外傷・障害の妥当性

を確認するために主訴や疼痛部位，スペシャルテスト

などが記録できるようにSOAP欄を設けた．新しく追

加した項目のうち，サーフェス，活動状況，プレイに

ついては，各運動部で活動状況が異なるため運動部で

トレーナー活動を行なっている学生が選択項目を考え

た．学生がトレーナー活動をしていた運動部は，レス

リング部男子1名（3年生），男子バスケットボール部

女子1名（3年生），男子バレーボール部男子1名（2年

生），男子サッカー部男子1名（3年生）・女子1名（2

年生），水泳部女子1名（4年生），体操競技部男子1名（4

年生）・男子1名（2年生），硬式野球部男子1名（4年生）・

男子1名（2年生），ラグビー部男子1名（4年生）・男

子1名（3年生）の計8運動部であり，計12名の学生が

作成に携わった．学生が作成した選択項目については，

教員が確認・指導した．確認・指導には，JSPO-AT

を取得して8年が経過し，JSPO-AT専任教員として学

生教育に携わっている教員が行った．新記録表は，

2022年6月上旬から作成を始めた．

２）新記録表の活用方法について

　新記録表に記載する外傷・障害の定義は，プレイヤ

ーが医師や学生トレーナー，外部トレーナーに相談し

たものを外傷・障害とした．外傷・障害部位や種類，

疾病の記録は，診断・評価された外傷・障害，疾病を
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表 1 2021年 2 月から活用していた旧記録表表１　2021年2月から活用していた旧記録表
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表 2 提言書に基づいて作成した新記録表
表２　提言書に基づいて作成した新記録表
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踏まえて，疾病一覧表及び外傷・障害部位，外傷・障

害種類一覧表を確認して記録することとした．また外

傷・障害の記録に加えて，練習や試合の回数と人数を

記録し，Athlete-Exposureを算出できるようにした．

新記録表に記載された内容は，教員が月に1度確認・

指導した．教員は，月に1度の確認の際にSOAP欄の

記載内容，プレイヤーの状態（疼痛箇所や陽性所見な

ど）や評価の流れ，受傷状況の詳細を学生に口頭で確

認し，学生トレーナーの評価や記載した内容の妥当性

を判断した．また新記録表は，運動部毎にペーパーフ

ァイルを作成し，記録する毎にファイリングして各運

動部で活動する学生が管理した．疾病一覧表及び外傷・

障害部位，外傷・障害種類一覧表，略称一覧表は，ペ

ーパーファイルの裏表紙に貼付した．記録した内容は，

学内のリコンディショニングルーム内に設置されたデ

スクトップ型パソコン上にデータ入力し，管理した．

３．結果

　新記録表は2022年7月下旬に完成し，2022年8月か

ら活用した．作成した新記録表を表2，略称一覧表を

表3に示した．サーフェス，活動状況[試合中/試合前

後/通常練習/自主練習]，プレイにおける各運動部の項

目一覧を表4に示した．疾病一覧表及び外傷・障害部

位，外傷・障害種類一覧表を表5に示した．

表 3 記録表に記載した略称の一覧 ※（参考文献 2）から引用

４．考察

　新記録表のうち，活動状況及びプレイ，サーフェス

については学生自ら考えて作成した．学会からの共同

声明では，練習の種類についてはサブカテゴリーを設

定し，各競技の特性や調査の目的に合わせてカスタマ

イズすることを推奨している2）．そのため，学生が各

運動部の活動状況に合わせて活動状況〔通常練習/自

主練習〕のサブカテゴリーを作成した．またオリジナ

ル項目として，活動中のどのような状況で受傷したの

かを分析するために，受傷時の競技動作やシチュエー

ションを詳細に記録できるようにプレイ項目を設けた．

この項目を設定することによって，どのようなスポー

ツ活動の際に，どのような状況で受傷したのか記録す

ることができる [※例：サッカープレイヤーがシュー

トトレーニングの際にシュートブロックで足関節内反

捻挫を受傷など]．それによって学生は外傷・障害の

実態把握を詳細に行うことができると考えられる．ま

た，活動状況やプレイの選択項目を考える際には，各

競技のどのような活動時に，どのような競技動作やシ

チュエーションで受傷しやすいのか，学生は知る必要

がある．そのため学生が自ら考えて項目を作成した機

会は，学生が競技や種目の外傷・障害特性を学習する

ことに繋がった可能性がある．

　新記録表は，学生トレーナー教育として外傷・障害

調査を行うために作成した．我々が教育している大学

では，学生が判断した外傷・障害を常に直接確認でき

る環境ではない．そのため教員が記録表を確認する際

に，受傷状況の詳細やSOAP欄を精査し，学生の評価

や判断に対して指導や助言ができるように項目を設け

た．発生した外傷・障害を記録するだけでなく，学生

がどのような評価を行い，外傷・障害を判断したのか，

その過程を記録することで，教員は学生の評価や判断

に対して指導・助言をすることができると考えられる．

そのため教育機関で記録表を活用する際には，外傷・

障害を記録するだけの項目だけでなく，学生が評価し

た内容を確認できる項目を設けることが学生教育に繋

がると考えられる．

　今後は，学生が新記録表を活用してデータを収集し，

各運動部における外傷・障害の実態把握に取り組む．

新記録表を活用して外傷・障害の調査に取り組む機会

は，学生の調査実践力を育むために必要不可欠である．

そして各運動部の実態を把握したのちには，学生自ら

予防対策に取り組むことに繋げ，学生が様々なトレー

ナー活動を実践し，経験が積めるようにしていきたい．

表３　記録表に記載した略称の一覧　※（参考文献２）から引用
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表 4 学生が作成したサーフェイス、活動状況、プレイの各運動部の項目

表 5 疾病一覧表及び外傷・障害部位，外傷・障害種類一覧表 ※（参考文献 2）から引用

表４　学生が作成したサーフェイス、活動状況、プレイの各運動部の項目

表５　疾病一覧表及び外傷・障害部位，外傷・障害種類一覧表　※（参考文献２）から引用
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５．まとめ

　両学会からの共同声明が反映された記録表の作成を

学生トレーナー教育の一環として取り組んだ．学生が

活動状況やプレイの項目を考えることは，競技や種目

の外傷・障害特性を学習することに繋がる可能性があ

る．またプレイの項目を設けることによって，外傷・

障害の実態を詳細に把握できる可能性がある．そして

学生が判断して記録する場合には，学生が評価した内

容が確認できる項目(SOAP欄など)を記録表に設ける

ことが学生教育に繋がると考えられる．
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